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東
京
社
保
協
は
、
「
憲
法
を
い

か
し
て
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
を
求
め
る
国
会
請
願

署
名
」
に
11
月
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
回
、
東
京
土
建
本
部

と
協
議
の
う
え
、
請
願
項
目
に
東

京
土
建
独
自
要
求

項
目
「
国
保
組
合

の
現
行
補
助
制
度

を
守
り
、
国
保
組

合
の
育
成
強
化
を

し
て
下
さ
い
」
を

加
え
、
東
京
社
保

協
と
東
京
土
建
の

連
名
で
東
京
独
自

署
名
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。つ

き
ま
し
て
は
、

新
た
に
独
自
署
名

用
紙
を
作
成
し
ま

し
た
。
（
左
記
参

照
）各

地
域
社
保
協

に
は
、
一
定
枚
数

を

無

料

で

送

付

（
12
月
初
め
）
し

ま
す
の
で
活
用
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
加
盟
団
体
で
は
、
独
自

署
名
と
中
央
社
保
協
署
名
の
ど
ち

ら
を
取
り
組
む
か
選
択
し
て
下
さ

い
。
集
約
は
ど
ち
ら
の
署
名
も
同

様
に
行
い
ま
す
の
で
注
文
を
お
願

い
し
ま
す
。

介
護
の
日
の
11
月
11
日
、

中
央
社
保
協
は
「
介
護
・
認

知
症
な
ん
で
も
電
話
相
談
」

に
、
全
国
14
都
道
府
県
が
電

話
を
設
置
し
、
10
時
か
ら
18

時
ま
で
取
り
組
み
ま
し
た

東
京
で
は
、
25
人
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
「
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
」
の
方
が

電
話
相
談
員
と
し
て
参
加
し
、

５
台
の
電
話
で
次
々
と
か
か
っ

て
く
る
20
代
か
ら
89
歳
ま
で

の
家
族
や
本
人
か
ら
の
深
刻

な
相
談
に
答
え
ま
し
た
。

相
談
で
は
、
「
認
知
症
の

家
族
や
親
せ
き
と
ど
う
対
応

し
た
ら
い
い
の
か
」
「
薬
の

服
用
も
拒
否
、
家
族
の
言
う

事
も
聞
か
な
い
」
「
父
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
母
の
認
知
症

が
ひ
ど
く
な
っ
た
」
な
ど
の

認
知
症
の
相
談
が
45
％
を
占

め
、
相
談
員
は
相
談
内
容
を

共
有
し
な
が
ら
、
全
国
に
あ

る
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
の
相
談
電
話
番
号
を
紹

介
し
、
継
続
し
た
相
談
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
介
護
中
の
妻
が

自
殺
、
自
分
も
自
殺
未
遂
し

た
が
死
に
き
れ
な
い
。
１
人

暮
ら
し
が
不
安
だ
け
ど
自
分

か
ら
社
会
へ
の
一
歩
が
出
な

い
」
「
月
１
回
の
ケ
ア
マ
ネ

の
訪
問
時
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
る
が
不
安
で
一
杯
」

「
来
年
４
月
か
ら
、
今
ま
で

通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保

険
か
ら
う
け
ら
れ
る
の
か
」

な
ど
の
不
安
な
声
も
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
13
時

の
ニ
ュ
ー
ス
で
電
話
相
談
の

報
道
を
行
い
、
直
後
か
ら
電

話
が
殺
到
し
、
コ
ー
ル
は
３

１
３
８
本
に
の
ぼ
り
ま
し
た

が
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く

い
状
況
が
最
後
ま
で
続
き
、

１
件
あ
た
り
の
相
談
時
間
が

長
い
こ
と
も
あ
り
、
東
京
で

は
77
人
、
全
国
で
は
２
０
５

人
か
ら
の
相
談
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
深
刻
な

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
来
年

の
改
悪
を
や
め
さ
せ
る
力
に

し
て
い
き
ま
す
。



中
野
社
保
協
は
10
月
29
日
、
中

野
区
と
テ
ー
マ
別
の
対
話
集
会
を

開
催
し
、
37
人
の
区
民
が
参
加
し

ま
し
た
。

「
国
保
・
生
活
保
護
」
の
対
話

集
会
で
は
、
区
民
の
平
均
所
得
額

が
こ
の
８
年
で
最
低
水
準
の
ま
ま

変
わ
ら
な
い
状
況
や
、
生
活
保
護

世
帯
数
は
高
齢
者
や
40
歳
代
で
特

に
増
え
て
い
る
な
ど
、
区
民
の
生

活
困
難
が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
料

の
納
付
相
談
で
、
生
活
不
安
の
た

め
に
掛
け
て
い
る
民
間
生
命
保
険

の
保
険
料
を
滞
納
分
に
回
す
よ
う

に
言
わ
れ
た
事
例
や
、
生
活
保
護

申
請
で
家
賃
証
明
書
の
持
参
が
無

い
こ
と
を
理
由
に
申
請
書
を
受
け
っ

と
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
例
な
ど

が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、

区
は
も
っ
と
区
民
に
親
身
な
対
応

を
す
る
よ
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
子
育
て
・
子
ど
も
の
貧
困
」

の
対
話
集
会
で
は
、
東
京
都
内
４

年
制
大
学
進
学
率
が
72
・
５
％
で

あ
る
中
で
、
中
野
区
の
生
活
保
護

世
帯
の
子
ど
も
の
高
等
専
門
学
校

な
ど
を
含
む
大
学
進
学
率
は
44
・

４
％
し
か
な
く
、
４
年
制
大
学
進

学
率
で
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ

と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ャ

イ
ル
ド
ラ
イ
ン
で
子
ど
も
の
声
を

受
け
止
め
て
い
る
区
民
か
ら
は

「
低
学
力
を
う
か
が
わ
せ
る
子
ど

も
の
電
話
が
増
え
て
い
る
。
身
近

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
が
な

い
子
ど
も
も
多
い
。
悩
み
の
電
話

の
背
景
に
貧
困
を
感
じ
る
こ
と
が

多
い
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
社
保
協
は
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
法
・
大
綱
を
う
け
た
総
合
的

な
施
策
を
す
す
め
る
担
当
部
署
を

明
確
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
就
学
援
助
で
も
、
中
野

区
は
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に

連
動
し
て
、
就
学
援
助
の
認
定
基

準
を
引
き
下
げ
た
数
少
な
い
自
治

体
で
す
。
今
春
、
小
学
生
99
人
・

中
学
生
46
人
が
援
助
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
対
話
の
中
で
は
、

援
助
を
継
続
す
る
に
は
約
１
千
２

百
万
円
が
必
要
と
明
ら
か
に
な
り
、

中
野
社
保
協
は
、
４
０
０
億
円
を

超
え
る
区
の
基
金
の
活
用
な
ど
で

救
済
す
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
」
等
の
対
話
集
会

で
は
、
待
機
者
１
２
７
５
人
を
入

所
で
き
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
の
計
画
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
や
、
介
護
保
険
制
度
の
「
改

正
」
で
「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
」
と

称
し
て
、
要
支
援
者
を
質
が
担
保

さ
れ
る
専
門
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

か
ら
排
除
さ
れ
る
可
能
性
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

（
塚
本

晴
彦
事
務
局
長
）

北
区
で
は
今
年
の
夏
よ
り
５
年

ぶ
り
に
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
を

復
活
さ
せ
ま
し
た
。
10
月
28
日
に

は
、
「
な
ん
で
も
相
談
会
・
王
子

三
角
公
園
」
に
27
人
の
相
談
員
・

要
員
が
参
加
し
、
相
談
者
は
８
人

で
し
た
。
９
月
に
続
き
連
続
開
催

で
す
。
な
お
、
今
年
最
後
の
開
催

は
、
11
月
25
日
（
火
）
に
行
う
予

定
で
す
。

相
談
会
は
、
医
師
、
弁
護
士
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
ら
の
相
談
員
だ
け
で
な
く
、

投
光
器
を
設
置
す
る
東
京
土
建
北

支
部
、
熱
い
お
茶
を
ふ
る
ま
う
医

療
生
協
、
４
人
の
相
談
者
を
呼
び

込
ん
だ
区
労
連
な
ど
、
労
働
組
合
、

病
院
職
員
、
法
律
事
務
所
、
守
る

会
、
民
商
な
ど
様
々
な
団
体
が
参

加
し
ま
し
た
。

相
談
の
特
徴
は
、
都
営
団
地
の

入
居
問
題
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
じ
っ
く
り
話
す
中
で
Ｄ
Ｖ
や

将
来
へ
の
不
安
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
大
事
な
活

動
、
続
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
北
区
社
保
協
と

し
て
も
、
来
年
も
定
期
開
催
を
目

指
し
ま
す
。

（
森
松

伸
治

事
務
局
長
）
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西
多
摩
社
保
協
は
、
幹
事
会
冒
頭
の

学
習
会
で
「
日
の
出
の
生
活
助
成
の
取

り
組
み
を
全
西
多
摩
へ
広
げ
よ
う
」
と

題
し
て
、
共
産
党
日
の
出
町
議
の
折
田

さ
ん
か
ら
日
の
出
町
の
福
祉
政
策
を
学

習
し
ま
し
た
。

日
の
出
町
で
は
、
12
月
議
会
に
む
け

70
歳
か
ら
の
医
療
費
無
料
化
へ
向
け
た

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
の
出
町

長
は
、
「
年
金
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
後

期
高
齢
者
の
負
担
も
、
国
保
税
の
負
担

も
厳
し
い
。
医
療
費
助
成
と
は
言
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
生
活
助
成
で
す
よ
」

と
70
歳
か
ら
の
医
療
費
無
料
化
に
意
欲

を
示
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
老
後
破
産
」

の
番
組
に
も
ふ
れ
、
「
医
療
費
の
無
料

化
は
大
事
、
全
国
に
広
げ
な
い
と
い
け

な
い
制
度
だ
」
と
強
調
。
医
療
費
無
料

化
だ
け
で
は
な
く
、
日
の
出
町
の
「
高

齢
者
外
出
支
援
バ
ス
」
「
70
歳
以
上
の

入
院
見
舞
金
」
「
が
ん
医
療
費
助
成
制

度
」
「
16
歳
か
ら
18
歳
の
青
少
年
の
医

療
費
無
料
化
」
や
「
次
世
代
育
成
ク
ー

ポ
ン
」
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
様
々
な
福
祉
施
策
が
町
の
人
口
増

加
（
特
に
０
～
９
歳
児
の
増
加
）
に
も

影
響
を
あ
た
え
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
改
悪
が
酷
い

だ
け
に
日
の
出
町
の
福
祉
施
策
の
重
み

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

（
西
多
摩
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

渋
谷
社
保
協
は
11
月
18
日
、
「
な
ん

で
も
相
談
会
」
を
７
団
体
13
人
の
参
加

渋
谷
駅
で
開
催
し
ま
し
た
。

法
律
相
談
で
は
、
遺
産
相
続
、
離
婚

問
題
、
貸
地
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
４

件
の
相
談
に
生
駒
弁
護
士
（
代
々
木
法

律
）
が
対
応
し
ま
し
た
。
労
働
相
談
で

は
、
接
骨
院
に
勤
務
す
る
30
代
の
男
性

か
ら
「
正
規
職
員
だ
が
、
社
会
保
険
加

入
な
し
、
休
む
と
賃
金
が
差
し
引
か
れ

る
」
と
劣
悪
な
労
働
条
件
の
改
善
を
望

む
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

11
月
28
日
、
第
４
回
定
例
都
議
会
開

会
日
行
動
が
行
わ
れ
、
午
前
中
は
福
井
・

堀
口
両
副
会
長
を
は
じ
め
５
人
で
都
知

事
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

12
時
15
分
か
ら
都
庁
第
１
庁
舎
前
で
集

会
を
１
０
０
人
で
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
東
京
社
保
協
寺
川
事
務

局
長
が
、
70
～
74
歳
の
医
療
費
１
割
負

担
存
続
の
陳
情
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
訴
え
ま
し
た
。

今
都
議
会
は
、
総
選
挙
の
関
係
で
選

挙
中
は
休
会
と
し
、
12
月
17
日
か
ら
再

開
し
25
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す
。◎１２月１９日（金）１３時～

◎受付 １２時～都議会議会棟２階
※各地域・団体の協力で１１月２６
日現在で約１万１千筆の署名を都
議会に提出しました。厚生委員会
では社保協提出の陳情と共産党都
議団提出の条例案の審査が行われ
ますので、傍聴をお願いします。



「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

を
求
め
る
」
東
京
独
自
の
国
会
請
願
署

名
を
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
受
取
人

払
い
の
署
名
ハ
ガ
キ
付
き
チ
ラ
シ
を
、

社
保
協
と
東
京
土
建
合
同
で
18
万
部
作

成
し
ま
す
。
無
料
で
各
地
域
に
１
千
部

送
付
し
ま
す
。

70
～
74
歳
高
齢
者
の
窓
口
負
担
１
割

存
続
ハ
ガ
キ
署
名
は
約
１
千
人
か
ら
返

送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
署
名
ハ
ガ

キ
付
き
チ
ラ
シ
や
、
す
で
に
各
地
域
に

送
付
し
て
い
る
「
宣
伝
行
動
用
ス
ポ
ッ

ト
」
「
流
し
用
の
ス
ポ
ッ
ト
」
な
ど
を

活
用
し
て
署
名
・
宣
伝
に
大
い
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
社
保
協
で
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
各
地
域
・
団
体
で
手
配
し
て
下

さ
い
。

各
地
域
へ
の
送
付
は
、
12
月
３
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
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11
月
８
日
、
第
12
回
介
護
に
は

た
ら
く
仲
間
の
全
国
交
流
集
会

が
、
池
袋
で
午
後
１
時
か
ら
開

催
さ
れ
、
午
前
中
に
は
巣
鴨
駅

周
辺
で
介
護
保
険
制
度
の
充
実

と
要
支
援
の
切
り
捨
て
や
め
ろ

の
署
名
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

集
会
に
は
、
全
国
か
ら
１
２

９
人
が
参
加
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
全
国
連
絡
会
事
務
局
長
の

森
永
伊
紀
さ
ん
が
「
新
し
い
総

合
事
業
に
よ
る
専
門
性
否
定
、

処
遇
底
下
げ
・
サ
ー
ビ
ス
低
下

を
許
す
な
」
と
題
し
て
報
告
し

ま
し
た
。

ま
た
、
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
の
東
京
都
支
部
副
代
表
の

松
下
よ
り
子
さ
ん
か
ら
、
「
共

に
た
た
か
う
仲
間
へ
」
と
題
し

て
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

特
別
報
告
で
は
、
全
労
連
介
護
・

ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
世
話
人
の
米
沢

哲
さ
ん
か
ら
、
全
労
連
「
介
護
調

査
」
の
結
果
か
ら
見
る
介
護
労
働

者
の
実
態
が
報
告
さ
れ
、
旭
川
地

区
ヘ
ル
パ
ー
連
絡
会
会
長
の
下
間

は
る
み
さ
ん
か
ら
、
新
総
合
事
業

「
要
支
援
外
し
」
旭
川
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
社
保
協
事
務
局
次

長
の
相
川
和
義
さ
ん
か
ら
、
中
央

社
保
協
が
実
施
し
た
介
護
保
険
緊

急
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
、

東
京
の
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
特
徴
点
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
で
の
交
流
を
う
け
、

最
後
に
①
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
を
求
め
る
署
名
の
推

進
②
「
改
正
」
介
護
保
険
法
を
こ

の
ま
ま
実
施
さ
せ
な
い
た
め
の
自

治
体
要
請
・
懇
談
を
す
す
め
る
③

学
習
会
の
開
催
や
様
々
な
団
体
へ

の
要
請
・
懇
談
④
介
護
労
働
者
の

処
遇
改
善
と
人
材
確
保
を
国
の
責

任
で
、
な
ど
の
運
動
を
広
げ
る
こ

を
全
体
で
確
認
し
て
集
会
を
終
了

し
ま
し
た
。


